
要配慮者利用施設における避難確保計画の作成について

（H29水防法及び土砂災害防止法改正）

・　避難確保計画の作成及び避難訓練の実施

　（H29水防法及び土砂災害防止法改正）

・　浸水想定区域、土砂災害警戒区域内の要配慮者利用施設を地域防災計画に位置付け

・　洪水、土砂災害ハザードマップの公表

①　H27年1月に「土砂災害防止法」（H13.4施行）が改正され、土砂災害警戒区域の指定に加え、速やかな
　　公表が義務化された。
②　H27年9月関東・東北豪雨の洪水氾濫被害を受けて、H27年11月に「水防法」が改正され、洪水により甚大　
　　な被害が発生する恐れのある河川において、想定し得る最大規模の降雨を前提とした浸水想定区域の公表が義
　　務化された。
③　H29年6月に「水防法」及び「土砂災害防止法」が改正され、要配慮者利用施設の避難体制の強化を図る
　　ために、市町村は、浸水想定区域・土砂災害警戒区域内の要配慮者利用施設を地域防災計画に位置付ける
　　等が義務化され、また、施設管理者は、避難確保計画の作成と訓練の実施が義務化された。
　　　　
　　　　※要配慮者利用施設（社会福祉施設、学校、医療施設その他の主として防災上の配慮を要する者が利用する施設）
　　　　　　　○　社会福祉施設　：　老人福祉施設、障害者福祉施設、児童福祉施設等　　　　　　　　
　　　　　　　○　学校　　　　　：　幼稚園、小学校、中学校、高等学校等
　　　　　　　○　医療施設　　　：　病院、診療所、助産所等

④　Ｒ３年７月に、R２年７月豪雨災害において、高齢者施設が河川の氾濫によって浸水し、甚大な人的被害が
　　生じたことを受けて、「水防法」及び「土砂災害防止法」が改正され、施設の管理者等は、市町村への避難訓
　　練の結果の報告が義務化され、市町村は、避難確保計画の報告及び避難訓練の結果の報告を受けたときは、
　　必要に応じて、要配慮者利用施設の管理者等に対して助言又は勧告をすることができると規定された。
　　併せて浸水想定区域図公表の義務化河川が、住宅や要配慮者利用施設等の防護対象がある河川全てに拡充され
　　た。［対象：約400河川］

「水防法」に基づく浸水想定区域の指定及び公表 「土砂災害防止法」に基づく土砂災害警戒区域の指定及び公表

公表年度 河川名

令和２年度まで

①四万十川　②中筋川　③後川　　　④仁淀川　⑤宇治川
⑥物部川　　⑦鏡川　　⑧国分川　　⑨松田川　⑩安芸川
⑪吉野川　　⑫横瀬川　⑬以布利川　⑭香宗川　⑮山北川
⑯伊尾木川

令和３年度 ⑰坂折川　⑱奈半利川　⑲桜川　⑳新荘川　㉑柳瀬川

対象 土砂災害警戒区域数 区域指定率

高知県 20,010箇所 100.0%

《４．施設管理者での取組》

《３．市町村での取組》

《２．国、県での取組（R4.3.31時点）》

《１．水防法・土砂災害防止法の改正の概要等》

　（Ｒ３水防法及び土砂災害防止法改正）

・　避難確保計画の報告及び避難訓練の結果の報告について、必要な助言又は勧告を行う

（Ｒ３水防法及び土砂災害防止法改正）

・　避難訓練結果の報告

※浸水想定区域・土砂災害警戒区域の公表後、３年以内に区域内の全ての要配慮者利用施設

　を地域防災計画に位置付けるとともに避難確保計画の作成を目指す。

※水防法改正を受け、浸水想定区域の公表が義務化された全ての河川（約400河川）について、

　令和７年度末までに浸水想定区域を公表できるように取り組んでいく。
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